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○厚
あ つ ま

真町幌
ほろない

内６遺跡

　遺跡は、下川町の市街地から西へ約10km、名寄川中

流域の河岸段丘の先端に位置し、舌状の丘陵地形となっ

ています。標高は約117ｍ～ 125ｍで、調査区は丘陵傾

斜地と河川堆積層の低位平坦部で構成されています。　

 遺構は低位平坦部から数十点の拳大の礫集中を検出し

ました。また、平成25年度に下川町教育委員会が調査

を実施した際に見つかった、近代の用水路跡についても

調査を行い、大正15年に竣工した灌漑用水路の「樋門」

を確認しました。遺物は、黒曜石製や珪化岩製の剥片や

石核等のほか、形態の整った長さ12cmを測る頁岩製の

スクレイパーも出土しました。

○下
しもかわ

川町上
か み な よ ろ

名寄８遺跡

調査の様子

○厚
あ つ ま

真町上
かみほろない

幌内４遺跡　遺跡は、厚真町の北東部の山間部、厚真川を見下ろす

台地に位置します。調査では縄文時代中期・後期の竪穴

住居跡・土坑・Ｔピットがみつかり、遺物は土器・石器

等が出土しました。注目すべき遺物に、厚真町内で初め

ての出土になる「円筒土器上層式」の土器があります。

調査区のそばを流れる沢に面する地点で、破片がまと

まった状態で発見されました。この土器は東北北部から

道南地方の縄文時代中期の遺跡から多く出土することで

知られています。土器の胎土（粘土）を観察すると、こ

れら南の地方で出土するものによく似ており、南の地域

から伝わってきたことが考えられます。

○厚
あ つ ま

真町上
かみほろない

幌内５遺跡　遺跡は、厚真川の支流である無名の沢の両岸に広がり、

縄文時代の狩猟場と考えられます。調査では「Ｔピット」

と呼ばれる、シカ猟のための「落とし穴」が、100基以

上みつかりました。落とし穴は、深さ１ｍ程度で、形状

や大きさから、長さが１ｍで楕円形のもの、長さが２ｍ

以上で細長い溝状のものがあり、時期が異なると考えら

れます。Ｔピットは平坦な台地と沢に面した斜面で並ん

でみつかり、当時の「けもの道」に造られたと考えられ

ます。多くの落とし穴がみつかったことは、縄文時代、

この場所はシカがたくさん獲れる猟場であったことを物

語っています。

円筒土器上層式土器

Ｔピット調査の様子

　遺跡は、厚真市街地から北東へ約7km、厚真川左岸の

河岸段丘上に位置し、標高は50 ～ 52ｍです。

　今回の調査で、縄文時代では中期～後期の土器、石鏃・

つまみ付きナイフ・石斧・くぼみ石ほかの石器が出土し

ました。またアイヌ文化期では、平地住居跡1軒が見つ

かりました。柱穴は4×5本の長方形の配置で、炉は住

居跡の中央付近にあり、灰が混じっています。柱穴の先

端はとがっており、やや内側に傾くものもあり、「外踏

ん張り」で上屋を支えていたものとみられます。遺物は

長楕円体の「棒状礫」が少数出土しました。

　 アイヌ文化期の平地住居跡
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　そのなかで、青森県八戸市の風張 (1) 遺跡出土の土器

片は、文様や形はもちろん、素材の粘土や塗られた赤い

顔料の色調までそっくりで、接合を試みました。「鉄道

の道のりで約 500km の遺跡間接合！」とはなりません

でしたが、かなり近い関係にあるものと思われます。脚

を屈折した土偶（風張遺跡の「合掌土偶」は後に国宝に

なりました）がある点も共通します。

　しかし、どの遺跡からも多量に出土するわけではなく、

先方の担当の方々も、他の場所で作っているのでは？と

いう声が聞こえるばかりでした。技術をもった、限られ

た人々がいくつかの場所で製作したのでしょうか、はた

また遠くの遺跡に運んだのでしょうか。

　

　道内では函館市旧南茅部町域と道央の一部で出土して

いましたが、その間はどのように伝わっていたのだろう

か、という課題が残りました。

　まもなくその答えの一つが出現しました。平成 12 年

（2000 年）、八雲町野田生 1 遺跡の縄文時代後期の竪穴

住居跡から、あのダルマのような形をした注口土器が出

土したのです。さっそく現場をたずねたところ、全面真っ

赤な、完形に近い状態の土器が横たわっているではあり

ませんか。このような見事な状態で出土する例は、東北

地方でも数少ないものです。

　平成 28 年（2016 年）3 月、北海道新幹線が開通し、

ますます青函交流が活性化することが期待されていま

す。こうした折に、久しぶりに縄文時代の「赤い土器」

を通した人やモノの交流に思いをはせてみました。

　　　　　　（第２調査部第３調査課　主査　阿部明義）

○赤く塗られた土器をたずねて

　千歳市キウス 4 遺跡は、縄文時代後期（3000 年以上

前）の集団墓地である周堤墓を伴う集落遺跡です。平成

8 年（1996 年）、私はセンターに入った 1 年目の時に

調査に加わり、この遺跡から出土するおびただしい数の

土器を眺めていました。

　その中で、ひときわ目立つ赤く塗られた土器片が出土

しました。多量に出土する土器「堂林式」と同じ時代の

ものですが、それらにはない細い粘土ひも状（「微隆線」」

の文様でえがかれ、素材の粘土も異なるようです。来跡

者からは「中国の土器か？」などという声も上がりまし

たが、どうやら東北地方の土器に類似するものであるこ

とがわかりました。道内では近隣の長沼町 12 区 B 遺跡

で出土した特殊な土器が知られています。

　この「微隆線」という文様でえがかれる赤彩土器は翌

年・翌々年の調査でも出土し、ダルマのような形の注口

土器、巻貝形、ドーナツ状の土器、そして大型中空土偶

の一部など、特殊な形状のものが復元されました。

　

　ルーツをたずねるべく、JR で東北地方へ。同行した

同僚が、一部の土器片を持参して各訪問先で並べてみま

した。岩手県内の遺跡では、ダルマのような形の注口土

器やドーナツ状の土器など類似した形のものが複数あ

り、特に三陸沿岸の宮古市では巻貝をより忠実に表現し

た土器に出会いました。秋田県や山形県では人面の付い

たもの、宮城県・福島県・新潟県でも特殊な注口土器や

巻貝形などに「微隆線」の手法がみられました。ちなみ

にこのような土器は、東京都や石川県にまで分布してい

ます。

八雲町野田生 1 遺跡の赤彩微隆線土器

千歳市キウス４遺跡の赤彩微隆線土器

　【担当調査員のこころに残ったセンター調査遺跡・遺物】

　当センターが発掘調査した遺跡・遺物などにおいて、担当調

査員のこころに強く印象が残っている事柄を連載しています。

今回は、阿部主査と奥山嘱託が担当いたしました。
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　道南の作業員さんとはまた違う個性の強いベテランさ

ん達は、私との年齢差が 50 歳もありながらとても元気

な人、男性作業員さんよりもはるかに男らしい人、手先

がとても器用な人、皆を歌や漫談で笑わす現場のエン

ターティナー、山の事をなんでも教えてくれる山の師匠

などと、多芸な作業員さんがいて厚真の山奥にいるとは

思えないぐらい素敵な毎日を送ることができました。

　特にこの２年間は、考古学やそれ以外の事を沢山学ぶ

ことができ大変貴重な２年間でした。

　私は、このような沢山のお母さん達に４年間育てても

らい、本当に感謝しています。そして、大学を卒業した

てで何も知らない私に、嫌な顔一つせず沢山のことを教

えてくれ、優しく接してくださったセンターの職員の皆

さんには本当に感謝しています。

　４年間本当にありがとうございました。今後もどんな

形でもよいので、考古学に携わっていきたいと思います。

　　　　　（第２調査部第２調査課　嘱託　奥山さとみ）

○センターでの4年間

　私は札幌国際大学で４年間考古学コースを専攻し、平

成 24（2012）年度に当センターに採用されました。セ

ンターに入社した頃は、右も左も分からずいろいろな人

から多くのことを学びました。センターに入った１、２

年目は、道南の木古内町と北斗市で津軽海峡の見える現

場で発掘調査を行いました。大学時代は旧石器時代の遺

跡調査が主だったので、初めての縄文時代の遺跡調査に

とてもワクワクしました。そして道南の作業員さん達の

パワーに圧倒されたことを、今でも鮮明に覚えています。

作業員さんには、優しく声を掛けてもらったり、美味し

いご飯を作ってきてもらったりと、娘のように可愛がっ

てもらいました。初めて親元を離れての生活だったので、

不安なところもありましたが、毎日作業員さんの元気な

顔を見て「今日も頑張ろう !」という気持ちになりました。

　

　初めて調査した遺構は縄文時代中期の竪穴住居跡でし

た。何をどのようにしたらよいのか分からず、調査員に

付きりで教えてもらい、やっとのことで掘り終える事が

できました。

　３、４年目は厚真町のオニキシベ３遺跡の調査を行い

ました。この遺跡は、山の奥深くにあり、電話も繋がら

ないところで、山の中ならではの野生動物もよく見るこ

とができました。シカやキツネは日常茶飯事ですが、現

場内の私が調査をしていた竪穴住居跡の中にクマの足跡

があった時は、さすがに驚きました。厚真町の調査では、

私が生まれる前から作業員をやっている千歳市の超ベテ

ランさん達と発掘調査をしました。

オニキシベ３遺跡（厚真町）

最後に調査したオニキシベ３遺跡の竪穴住居跡（厚真町）

初めて調査した大平４遺跡の竪穴住居跡（木古内町）

【平成 27 年度発掘調査報告会】　

期日：平成 28 年４月 16 日 ( 土 )　１３：３０から１６：００

場所：北海道立埋蔵文化財センター研修室　

　平成 27 年度に当センターが調査した遺跡について、わかり

やすく紹介します。受講無料【道民カレッジ連携講座】　
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事  業  者 事    業    名 市町村 遺跡名 面積（㎡）

国北

土海

交道

通開 

省発

　局

札幌開発建設部 根志越地区遊水地整備事業 千歳市 根志越５遺跡 2,120

函館開発建設部 高規格幹線道路函館江差自動車道 木古内町

幸連 4 遺跡 2,137

釜谷 10 遺跡 1,612

泉沢６遺跡 1,411

札苅７遺跡 1,152

札苅７遺跡（林道下） 350

札苅５遺跡 63

幸連５遺跡 61

室蘭開発建設部 国営土地改良事業勇払東部地区 厚真町

厚幌 2 遺跡 1,083

豊沢５遺跡 729

幌内 7 遺跡 189

富里１遺跡 1,551

旭川開発建設部 名寄川河道掘削工事 下川町 上名寄８遺跡 800

釧路開発建設部

根室防雪事業改良等工事

根室市

別当賀一番沢川遺跡 2,000

根室道路事業
幌茂尻１遺跡 2,200

温根沼３遺跡 2,230

鉄道運

輸機構
北海道新幹線建設局 北海道新幹線建設事業 知内町 湯の里２遺跡 84

北

海

道

胆振総合振興局
厚幌ダム建設事業

厚真町

上幌内 4 遺跡 300

上幌内 5 遺跡 9,550

オニキシベ 3 遺跡 6,370

厚真川広域河川改修事業 オコッコ１遺跡 260

十勝総合振興局 農道特対 新得町 屈足 17 遺跡 900

合計 37,152

○平成28年度発掘調査予定一覧

◆交通案内◆・JR大麻駅から、徒歩約20分
・新さっぽろバスターミナル発
　　・JRバス（文京台線循環新83）・夕鉄バス（文教通西）に乗車
　　　「くりの木公園前」下車、徒歩5分
　　・JRバス・夕鉄バス（江別方面行き）に乗車
　　　「北翔大・札学院大前」下車、徒歩15分

○平成27年度発掘調査成果展のご案内

　期間：平成 28 年 3 月 26 日 ( 土 ) から 5 月 29 日（日）

　会場：北海道立埋蔵文化財センター常設展示室・ホール

　平成 27 年度に当センターが調査した遺跡について、わ

かりやすく紹介します。

木古内町幸連４遺跡　縄文時代前期竪穴住居跡調査


